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III.�好意と友情を深めるか

IV.�みんなのためになるかどうか
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吉川会長あいさつ［人工呼吸器取り外しの判断］

♪本日のロータリーソング：「奉仕の理想」 ●ソングリーダー：竹下幸嗣会員
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　皆様こんばんは。本日は年次総会ですので後ほどご協力を宜しくお願いいたします。

　さて、本日は人工呼吸器についてのお話です。最近富山県で、終末期を迎えた患者さんの「人工呼吸器取り外し」をめぐり、色

々な議論が出てきています。いくら重症でも色々治療をしてゆけば助かる患者さんがいる一方、「終末期」となり、残念ながらじ

きに確実に亡くなる患者さんもおられます。かつての日本では、患者さん側、医療側双方とも、「これ以上の積極的な治療はいら

ない。静かにお見送りする。」というのが暗黙の了解でした。ところが最近は、「呼吸が止まれば気管内挿管で機械による人工呼

吸を続け、とにかく生かしておく」「食べられなくなれば点滴、中心静脈栄養、鼻から管で胃内へ食事、胃に穴を開けて食事など

でこれもとにかく生かしておく」「感染を起こしても大量の抗生物質投与ですぐには死なせない」などが行われるようになって

います。その一方、患者側、医療側双方に「これでよいのか」という思いが起きてきます。そこで話し合いを行い「医療行為は中止

しよう」という合意が得られれば「人工呼吸器の取り外し。胃内への強制的な食事中止。点滴、中心静脈栄養の中止。」などが行わ

れ厳粛な雰囲気でご臨終を迎えるというのが従来の日本の医療であったように思います。ところが患者さん側と話し合いの上

「人工呼吸器取り外し」を行った富山県射水（はやみ）市民病院の主治医に対しマスコミなどから非難の声があがり、その外科医

長は退職せざるを得なくなりました。結局は不起訴となったようですが、「終末期医療」が医療現場に任せられ、ガイドラインが

なかったのが原因のようです。この医師は「治療の間に築く患者や家族との信頼が呼吸器を外そうというあうんの呼吸を生む。

ルールで縛ると医者は考えなくなる。」と指摘しています。私も同感です。そして、11月26日の新聞報道によりますと、秋田赤十

字病院で「脳死と判定した場合に限り人工呼吸器を取り外す事が出来る」とするガイドラインが

策定されたそうです。それ以外の病状では外せないのでしょうか。

　このような流れの中で、厚労省はこの問題に対し「終末期医療に関するガイドライン」を作ろう

としています。「延命中止などの判断は、医学的妥当性や患者の意思を踏まえて、主治医の独断で

はなく、多専門職種の医療従事者からなる医療・ケアチームが慎重に判断すること」を求めていま

す。このガイドラインが「脳死判定基準」のようにあまり厳格なものとなり「ここから少しでもは

ずれると、その医師が非難され罰せられる」ということにでもなると、どうも行き過ぎではないか

とも思っていますが、一定のガイドラインが出来ることは医療現場には歓迎されるでしょう。よ

く検討した上で、医療現場で使いやすいガイドラインの出来る事を期待しています。
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理事会報告 前田幹事

1.�12月の例会の件（SAA・プログラム委員会）

2.�年次総会の件（寺尾副会長）

3.�クリスマス家族会の件（親睦活動委員会）

4.�なんでも無料相談会の件（職業奉仕・社会奉仕委員会）

5.�平城京RCとの姉妹関係締結の件

6.�第2620地区ローターアクト第33回地区年次大会について

7.�社会福祉法人にカラオケ機器贈呈の件（社会奉仕委員会）

8.�新入会員入会の件

9.�高校生職場体験学習の件（新世代委員会）

10.�その他

幹事報告 前田幹事

1.�次週11日の例会は、20周年記念事業のクラブフォーラムです。

2.�誕生日（加藤会員、見城会員、斎藤会員、秋山会員）

3.�結婚記念日（奈良間会員）

スマイル報告
■会員からのスマイル／6名　総額／8,000円

見城会員� 誕生日お祝いありがとうございます。

秋山会員� 誕生日のお祝いをありがとうございました。

浦田会員・田島会員・柳瀬会員・佐藤会員

� 師走になりました。先生でもないが走ります。

浦田委員


